
羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙

一

「
羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙　

―
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
『
羅
振
玉
書

簡
：
徳
富
猪
一
郎
宛
』
略
注
（
上
）」（
前
稿
と
称
す
る
）
に
続
き
、
全
十
四
通
の

手
紙
の
う
ち
、
後
半
6
通
に
つ
い
て
、
文
字
を
釈
し
、
簡
略
な
注
と
訳
を
附
す
。

こ
の
手
紙
は
同
志
社
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
一
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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一
九
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
発
信
さ
れ
た
こ
れ
ら
六
通
は
、
蘇
峰
の
中

国
（
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
）
旅
行
を
契
機
と
す
る
。
今
回
の
最
初
の
一
通
（
第
九

信
）
は
、
中
国
旅
行
に
際
し
、
蘇
峰
が
羅
振
玉
に
知
り
合
い
の
紹
介
を
依
頼
し
た

こ
と
に
対
す
る
返
信
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
振
玉
は
蘇
峰
の
行
程
に
あ
わ

せ
て
中
国
に
一
時
帰
国
し
、
王
国
維
と
と
も
に
上
海
で
蘇
峰
と
会
っ
て
い
る
。
第

十
信
以
降
は
す
べ
て
、
足
利
学
校
蔵
『
礼
記
正
義
』
に
関
わ
る
。
蘇
峰
は
、
羅
振

玉
の
紹
介
に
よ
り
、
上
海
で
劉
承
幹
に
会
い
、
嘉
業
堂
を
見
学
し
た
。
こ
の
後
、

劉
承
幹
は
足
利
学
校
蔵
『
礼
記
正
義
』
を
影
印
し
よ
う
と
し
、
羅
振
玉
を
通
し
て

蘇
峰
に
撮
影
の
仲
介
を
依
頼
し
て
き
た
の
だ
。
残
念
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
実
現
し

な
か
っ
た
も
の
の
、
嘉
業
堂
の
出
版
活
動
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
と
思
わ
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
第
九
信
か
ら
第
十
四
信
は
、
消
印
や
羅
振
玉
が
記
入
し
て
い
る

日
付
か
ら
考
え
る
と
、
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
巻
は
繋
ぎ
方
に
乱
れ
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
発
信
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
六
日　

旧
暦
七
月
二
十
日
発
信
…
…
第
九
信

蘇
峰
の
朝
鮮
半
島
・
中
国
旅
行
直
前
、
紹
介
状
の
同
封

・
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
二
月
十
二
日　

旧
暦
一
月
二
日
発
信
…
…
第
十
信

  

劉
承
幹
（
嘉
業
堂
）
か
ら
足
利
学
校
『
礼
記
正
義
』
影
印
の
希
望
が
あ
り
、

羅
振
玉
が
蘇
峰
に
紹
介
を
依
頼
。

・
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
二
月
十
九
日　

旧
暦
一
月
九
日
発
信
…
…
第
十
二
信

足
利
学
校
蔵
本
影
印
許
可
の
礼
、
及
び
撮
影
方
法
に
つ
い
て

羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙

　
　

―
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
『
羅
振
玉
書
簡
：
徳
富
猪
一
郎
宛
』
略
注
（
下
）
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二

・
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
二
月
二
十
日　

旧
暦
一
月
十
日
発
信
…
…
第
十
一
信

足
利
学
校
蔵
『
礼
記
正
義
』
の
版
本
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
。

・
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
三
月
十
四
日　

旧
暦
二
月
二
日
発
信
…
…
第
十
四
信

＊
封
筒
無
し
。
羅
振
玉
の
記
述
よ
り
推
定
。

写
真
家
、
小
林
忠
治
郎
の
紹
介
。

・
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
三
月
三
十
日　

旧
暦
二
月
十
八
日
発
信
…
…
第
十
三
信

足
利
学
校
側
の
撮
影
中
止
命
令
に
対
す
る
、
問
い
合
わ
せ
。

な
お
本
稿
で
は
、
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
巻
の
張
り
継
ぎ
の
順
に
従
っ
た
。
前

稿
と
同
じ
く
、〔　

〕
は
小
字
、
■
は
私
が
全
く
読
め
な
か
っ
た
文
字
を
示
す
。

ま
た
『
羅
雪
堂
合
集
』
所
収
の
蕭
立
文
氏
釈
字
を
参
考
に
し
た
。

第
9
信

消
印　
　
（
大
正
）
6
年
9
月
6
日　

京
都　

＊
西
暦
一
九
一
七
年　

　
　
　
　
（
大
正
）
6
年
9
月
7
日　

青
山

東
京
青
山
南
町
六
ノ
三
十
番

德
富
猪
一
郎　

殿

　
　
　
　
　

台
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羅
叔
言 

蘇
峯
先
生
閣
下
奉

手
教
敬
悉

從
者
將
有
弊
國
之
行
。
俶
裝
待
發
、

令
介
紹
〔
弟
〕
之
知
舊
。〔
弟
〕
去
國
以
來
、
与
近
時
執
政
諸

人
不
通
書
問
、
所
通
往
還
者
、
惟
學
術
家
及
收
藏

家
耳
。
茲
作
介
紹
書
三
通
。
祈

檢
入
。
天
津
方
君
曾
至
海
東
、
或
与

先
生
舊
識
。
此
君
交
游
至
廣
、
凡
津
京
間

先
生
欲
見
之
人
、〔
弟
〕
已
託
彼
、
轉
為
介
紹
。 

上
海
鄭
君

亦
曾
至

貴
國
、
与

　
　
〔
曾
任
邊
防
大
臣
、
詩
古
文
甚
工
、
明
悉
政
治
〕

貴
邦　

名
宿
交
遊
至
多
。
劉
君
則
藏
書
甚
富
、
近

日
刊
刻
古
籍
不
少
。

先
生
得
晤
、
可
一
觀
其
書
庫
、
劉
君
定
歡
迎
也
。 

專
此
敬

復
、
即
頌

行
祉
。
維

行
李
慎
重
、
不
尽
欲
言
。〔
弟
〕
振
玉
再
拜 

七
月
廿
日 

外
信
三
封
名
刺
三
紙
。

蘇
峰
先
生　

お
手
紙
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
（
先
生
が
）
我
が
国
へ
行

か
れ
る
に
あ
た
り
、
旅
装
を
整
え
出
発
を
待
っ
て
お
り
ま
す
（
1
）。
私
の
旧
知

の
者
を
紹
介
せ
よ
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
（
辛
亥
の
年
に
）
国
を
出
て
以
来
、

こ
の
頃
の
政
治
を
行
う
人
々
と
連
絡
を
取
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
手
紙
の
や
り
と
り

を
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
学
者
と
所
蔵
家
だ
け
で
す
。
い
ま
紹
介
状
三
通
を
作
り
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三

ま
し
た
。
ご
査
収
下
さ
い
。
天
津
の
方
君
（
2
）
は
、
以
前
日
本
に
来
た
こ
と
が

あ
り
、
或
い
は
先
生
と
面
識
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
人
は
交
友
が
大
変

広
く
、
天
津
北
京
方
面
で
先
生
が
会
い
た
い
と
思
う
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
彼
に
連
絡
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
上

海
の
鄭
君
（
3
）
も
ま
た
貴
国
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、
貴
国
の
声
誉
あ
る
人
々
と

の
交
際
が
大
変
多
い
人
物
で
す
〔
彼
は
以
前
辺
防
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
詩
文
に
優
れ
、
政
治
に
も
通
暁
し
て
い
ま
す
〕（
4
）。
劉
君
（
5
）
は
蔵
書

が
大
変
豊
か
で
あ
り
、
ま
た
古
籍
の
復
刻
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
お

会
い
に
な
り
、
そ
の
書
庫
を
見
学
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
、
劉
君
は
き
っ

と
歓
迎
す
る
で
し
ょ
う
。
返
信
を
差
し
上
げ
ま
す
。
御
旅
行
お
気
を
つ
け
て
、
言

葉
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
七
月
二
十
日
（
新
暦
で
は
一
九
一
七
年
九
月
六
日
）　

別

に
三
通
の
紹
介
状
と
名
刺
を
三
枚
同
封
し
ま
す
。

注
徳
富
蘇
峰
は
大
正
六
年
九
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
朝
鮮
半
島
か
ら

中
国
を
旅
行
し
た
。
こ
の
旅
行
は
の
ち
に
『
支
那
漫
遊
記
』
と
し
て
大
正
七
年
六

月
二
十
五
日
に
民
友
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
小
島
晋
治
監
修
『
大
正　

中
国

見
聞
録
集
成
』
第
六
巻
（
ゆ
ま
に
書
房　

平
成
十
四
年
四
月
）
に
復
刻
さ
れ
て
い

る
。
以
下
本
稿
で
は
『
漫
遊
記
』
と
表
記
す
る
。

（
1
）
俶
裝
待
發　

こ
の
年
、
羅
振
玉
は
一
時
期
上
海
に
戻
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
帰
国
の
日
時
に
つ
い
て
は
、分
か
ら
な
い
。彼
の
年
譜（『
永
豊
郷
人
行
年
録
』）

に
は
「
冬
、
郷
人
再
至
滬
」
と
だ
け
あ
り
、
具
体
的
な
日
時
を
記
さ
な
い
。『
羅

振
玉
王
国
維
往
来
書
信
』（
東
方
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年
）
所
収
の
十
一
月
十
四

日
の
羅
振
玉
の
手
紙
（
三
九
九
）
を
見
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
日
本
に
い
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
次
の
十
二
月
四
日
（
四
〇
〇
）
は
、「
在
滬
拜
教
、
復
荷
遠

送
江
干
」
の
文
字
が
あ
り
、
上
海
よ
り
日
本
に
戻
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
蘇

峰
『
漫
遊
記
』
十
一
月
廿
二
日
に
は
、前
日
の
嘉
業
堂
訪
問
の
同
行
者
と
し
て
「
數

日
前
京
都
よ
り
還
れ
る
羅
振
玉
翁
…
…
」
と
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

羅
振
玉
が
上
海
に
向
か
っ
た
の
は
十
一
月
十
四
日
以
降
二
十
一
日
以
前
と
思
わ

れ
、
こ
の
手
紙
発
送
後
す
ぐ
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
天
津
方
君　
『
漫
遊
記
』
に
よ
る
と
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
天
津
に
滞
在
す

る
こ
と
な
く
、
蘇
峰
は
秦
皇
島
よ
り
北
京
に
直
行
し
て
い
る
。
北
京
滞
在
中
の
記

録
に
も
方
姓
の
人
物
は
出
て
こ
な
い
。羅
振
玉
と
交
際
が
あ
っ
た
方
姓
の
人
間
で
、

こ
の
時
期
天
津
に
お
り
、学
者
、収
蔵
家
と
い
う
条
件
に
合
致
す
る
者
と
し
て
、『
校

碑
随
筆
』
な
ど
の
著
述
が
あ
り
、
古
銭
の
収
集
研
究
で
有
名
な
方
若
（
一
八
六
九

―
一
九
五
四
）
が
い
る
。
彼
は
光
緒
年
間
、
西
太
后
の
政
治
に
反
対
し
た
た
め
日

本
に
逃
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

（
3
）
上
海
鄭
君　

鄭
孝
胥
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
八
）。
鄭
孝
胥
は
清
光
緒
帝
時

期
、
外
務
官
僚
と
し
て
日
本
に
駐
在
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本

人
の
知
り
合
い
は
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
4
）
名
宿
の
横
に
小
字
で
書
き
加
え
て
ら
れ
て
い
る
こ
の
部
分
を
、『
羅
雪
堂
合

集
』
は
「
至
多
」
の
後
に
繋
ぐ
。
鄭
孝
胥
は
、
清
光
緒
時
期
、
張
之
洞
に
見
出
さ

れ
広
西
辺
防
督
弁
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
保
守
派
の
政
治
家
と
し
て
、
光
緒
時
期

に
活
動
す
る
が
、
民
国
初
期
の
こ
の
時
期
は
上
海
で
隠
棲
し
て
い
た
。

（
5
）
劉
君　

劉
承
幹
（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）。
号
翰
怡
。
羅
振
玉
が
紹
介
す
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四

る
よ
う
に
嘉
業
堂
の
名
で
知
ら
れ
る
蔵
書
家
。

『
漫
遊
記
』
に
よ
る
と
蘇
峰
は
十
一
月
十
一
日
上
海
に
到
着
。
十
七
日
か
ら

十
九
日
の
杭
州
遊
覧
後
、
再
び
上
海
に
戻
る
。
十
一
月
二
十
一
日
、
正
金
銀
行
児

玉
氏
宅
に
て
昼
食
後
、
鄭
孝
胥
を
訪
問
し
た
。「
鄭
孝
胥
氏
を
訪
ふ
。
氏
亦
た
復

辟
派
の
一
人
也
」
と
の
み
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
後
訪
問
し
た
李
鴻
章

の
子
、
李
経
邁
の
記
録
が
詳
細
で
あ
る
の
に
対
し
、
簡
略
で
あ
る
。
一
方
、
鄭
孝

胥
も
、
そ
の
日
記
『
鄭
孝
胥
日
記
』（
中
国
歴
史
博
物
館
編
・
労
祖
德
整
理　

中

華
書
局　

一
九
九
三
年
）
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年
十
一

月
十
五
日
（
旧
暦
十
月
一
日
）「
友
永
來
約
明
日
至
六
三
園
、
乃
三
井
之
藤
村
宴

日
本
國
民
新
聞
社
社
長
德
富
蘇
峰
于
彼
…
…
余
以
有
事
辞
之
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

十
一
月
十
七
日
、「
德
富
蘇
峰
交
來
羅
叔
蘊
紹
介
書
、
約
廿
一
号
卽
初
七
日
午
後

二
時
來
談
」
と
あ
り
、
蘇
峰
の
記
事
に
符
合
す
る
と
と
も
に
、
羅
振
玉
が
紹
介
状

を
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
十
一
月
二
十
一
日
の
日
記
は
、「
德
富
蘇
峰
、

西
本
省
三
同
來
」
と
だ
け
記
録
さ
れ
る
。

『
漫
遊
記
』
で
は
鄭
孝
胥
を
尋
ね
た
そ
の
日
、
十
一
月
二
十
一
日
に
以
下
の
よ

う
な
記
録
が
あ
る
。
長
い
が
引
用
す
る
。「
更
に
前
約
を
趁
ひ
、劉
承
幹
氏
を
訪
ふ
。

氏
の
嘉
惠マ
マ

堂
文
庫
は
、
今
や
宋
元
の
舊
槧
、
明
清
の
古
鈔
、
あ
ら
ゆ
る
珍
籍
を
以

て
、
一
方
に
雄
視
せ
り
。
予
は
僅
か
に
其
の
一
斑
を
瞥
見
し
た
る
も
、
實
に
自
か

ら
好
書
癖
を
、
悔
い
ざ
ら
ん
と
す
る
も
能
は
ざ
る
也
。
氏
は
單
に
蒐
集
家
の
み
な

ら
ず
、
亦
た
資
を
投
じ
て
、
其
の
藏
書
を
刻
し
、
後
學
に
嘉
惠
す
る
所
少
か
ら
ず
。

會
者
は
主
人
を
始
め
、
數
日
前
京
都
よ
り
還
れ
る
羅
振
玉
翁
、
及
び
王
國
維
、
蔣

汝
藻
、
張
增
煕
、
葛
昌
楣
、
何
れ
も
浙
江
出
身
者
に
し
て
、
皆
な
好
古
の
士
也
。

晩
餐
卓
上
語
る
所
、
概
ね
風
雅
の
事
の
み
、
予
は
劉
氏
の
文
庫
に
、
數
時
を
費
し

て
、
數
月
を
費
す
能
は
ざ
る
を
憾
み
と
す
。
還
る
に
際
し
、
氏
は
其
の
刻
書
數
種

を
贈
れ
り
」。
以
上
は
「
大
正
六
年
十
一
月
廿
二
日
午
前
六
時　

上
海
に
於
て
」

と
さ
れ
る
記
事
で
、
翌
日
の
記
事
で
も
ま
た
劉
承
幹
の
嘉
業
堂
の
蔵
書
に
つ
い
て

記
録
す
る
。

劉
承
幹
は
『
求
恕
齋
日
記
』
を
残
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
羅
振
玉
と
の
書
信
の

往
復
や
書
籍
の
贈
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
前
稿
で
紹
介
し
た
『
吉
石
庵

叢
書
』
な
ど
も
羅
振
玉
よ
り
彼
に
贈
ら
れ
て
い
る
（
一
九
一
七
年
一
月
三
日
）。

ま
た
蘇
峰
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
五
日
に
、「
晩
張
硯
蓀
來
、
囑
其
寫

一
函
復
日
本
人
德
富
蘇
峰
、
約
其
初
七
來
看
書
、
并
邀
其
晩
膳
。〔
伊
來
函
附
有

羅
叔
蘊
紹
介
書
〕」
と
あ
り
、
羅
振
玉
が
紹
介
書
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
そ
し
て
七
日
に
は
、「
日
本
人
德
富
蘇
峰
、〔
名
猪
一
郎
、
乃
彼
國
之

貴
族
院
議
員
、
國
民
新
聞
社
長
〕、
西
本
省
三
〔
…
…
〕
已
來
、
遂
邀
至
書
房
内

看
宋
版
書
。
未
幾
、
羅
叔
蘊
、
王
靜
安
、
…
…
先
後
來
、
弁
群
帯
碑
帖
數
冊
來
、

亦
展
翫
良
久
。
七
時
宴
諸
君
於
嘉
業
堂
、
散
後
二
日
本
人
先
去
、
叔
蘊
、
靜
安
諸

君
略
談
至
十
時
而
去
」
と
あ
る
。
続
い
て
同
月
十
四
日
に
は
、「
西
本
省
三
送
到

石
印
影
宋
本
『
淮
海
拿
音
』『
寒
山
詩
集
』『
薩
天
錫
逸
詩
』『
日
本
書
記
』、
乃
德

富
蘇
峰
囑
其
贈
與
予
也
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

な
お
同
時
期
、
内
藤
湖
南
も
上
海
に
あ
り
、
王
国
維
の
案
内
で
彼
の
蔵
書
を
閲

覧
し
て
い
る
。



羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙

五

第
10
信

消
印　
（
大
正
）
7
年
2
月
12
日　

聖
護
院　

＊
西
暦
一
九
一
八
年

東
京
市
赤
坂
区
青
山
南
町
六
ノ
卅

德
富
猪
一
郎 
殿 

台
啓

羅
叔
言

蘇
峯
先
生
閣
下
在
滬
拜

教
、
忽
已
逾
歲
。
比
維

興
居
休
勝
、
定
如
私
祝
、
茲
啓
者
、
劉
君
翰
怡

前
、
面
求

影
照
足
利
學
校
宋
槧
《
禮
記
》
單
疏
、
已
荷

允
為
紹
介
、
昨
函
來
託
〔
弟
〕、
再
申
前
請
、
特
代
陳

左
右
、
能
即
、

〔
如
允
影
寫
、
々
々
之
費
、
由
〔
弟
〕
奉
寄
、
或
〔
弟
〕
遣
人
影
照
均
可
。 
並
祈

示
遵
〕

俯
賜
紹
介
、
俾
早
日
寫
影
、
使
宋
槧
得
再
行
于
人
間
。
拜

先
生
之
惠
不
淺
矣
。
專
此
奉
申
、
春
寒
尚
厲
。
祈

加
餐
珍
重
。
此
請

著
安
。　
〔
弟
〕
振
玉
再
拜     

正
月
二
日

蘇
峰
先
生
、
上
海
で
お
教
え
を
仰
い
で
か
ら
、
た
ち
ま
ち
年
を
越
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度
お
手
紙
を
致
し

ま
し
た
の
は
劉
翰
怡
君
が
先
に
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
に
足
利
学
校
の
宋
刻
『
礼

記
』
単
疏
本
（
1
）
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
紹
介
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
日
手
紙
で
お
願
い
し
て
き
ま
し
た（
2
）。あ
ら
た
め
て
お
願
い
を
致
し
ま
す〔
も

し
撮
影
が
許
さ
れ
ま
し
た
ら
、
撮
影
の
費
用
は
、
私
よ
り
お
送
り
い
た
し
ま
す
、

或
い
は
私
が
人
を
派
遣
し
て
撮
影
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
ご
指
示
に

従
い
ま
す
〕（
3
）、
ど
う
か
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
早
く
撮
影
を
行
い
、
宋

版
を
再
び
社
会
に
公
開
さ
せ
る
た
め
、
先
生
の
お
力
添
え
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。
以
上
要
件
の
み
申
し
上
げ
ま
す
。
春
と
は
い
え
寒
さ
厳
し
き
お
り
、
ど
う
か

ご
自
愛
下
さ
い
。

〔
弟
〕
振
玉
再
拜　
　
　

正
月
二
日
（
新
暦
で
は
二
月
十
二
日
）

注（
1
）
足
利
学
校
宋
槧
『
礼
記
』　

国
宝
。『
礼
記
正
義
』
七
十
卷　

宋
紹
興
三
年

刊
本
。
半
葉
八
行
、
行
十
六
字
か
ら
十
九
字
、
注
文
小
字
双
行
、
白
口
、
単
黒
魚

尾
、
版
心
に
「
禮
記
義
幾
」。
一
部
室
町
時
代
の
補
写
が
あ
る
。『
足
利
学
校
貴
重

書
目
録
』
に
よ
る
と
、「『
禮
記
正
義
』
全
三
十
五
冊　

宋
版
、
紹
興
三
年
刊
毎
册

「
足
利
學
校
公
用
」「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
實
寄
進
華
押
」「
松
竹
清
風
」の
印
あ
り
」

と
あ
る
。
ま
た
こ
の
書
巻
末
に
は
「（
紹
煕
）
壬
子
秋
八
月
三
山
黄
唐
」
の
跋
文

が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
現
存
最
古
の
足
利
学
校
の
蔵
書
目
録
と
さ
れ
る
（
川
瀬
一

馬
『
足
利
学
校
の
研
究
』（
昭
和
二
十
三
年　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
よ
る
）、

『
足
利
学
校
蔵
書
目
録
』（
享
保
十
年
（
一
七
二
五
））
に
既
に
著
録
さ
れ
る
。
山

井
鼎
が
『
七
経
孟
子
考
文
』
で
利
用
し
、
森
立
之
『
経
籍
訪
書
志
』
も
記
録
し
て



道　

坂　

昭　

廣

六

お
り
、
そ
の
存
在
は
中
国
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
後
に
あ
る
よ
う
に
、
単

疏
本
で
は
な
い
。
な
お
張
麗
娟
『
宋
代
経
書
注
疏
刊
刻
研
究
』（
北
京
大
学
出
版

社　

二
〇
一
三
年
）
に
「
二
十
世
紀
初
劉
氏
嘉
業
堂
陸
続
翻
刻
単
疏
本
、
存
世
宋

刻
単
疏
本
亦
漸
続
得
到
影
印
出
版
、
単
疏
本
始
較
多
為
人
所
知
」（
二
二
九
頁
）

と
紹
介
す
る
よ
う
に
、
羅
振
玉
の
こ
の
手
紙
も
こ
の
よ
う
な
劉
承
幹
の
熱
心
な
影

印
活
動
の
一
環
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
に
つ
い
て
記
述
は
な
い
も
の
の
、

劉
承
幹
の
日
記
に
は
、
羅
振
玉
と
の
手
紙
の
往
来
が
何
度
か
見
え
る
。

（
2
）
再
申
前
請　

劉
承
幹
は
嘉
業
堂
叢
書
の
一
と
し
て
刊
行
し
た
『
禮
記
正
義

殘
本
』（
一
九
一
四
年
）
の
跋
文
に
「
從
東
洋
舊
卷
影
寫
、
惟
宋
七
十
卷
本
、
昔

藏
盛
百
煕
祭
酒
許
、
今
已
散
出
、
不
能
借
校
、
殊
憾
事
。
不
但
阮
氏
刻
注
疏
時
不

見
、
卽
經
籍
訪
古
志
亦
未
眞
、
屬
秘

。
余
刻
五
經
單
疏
、
此
亦
聊
備
一
種
」
と
、

こ
の
書
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
3
）
小
字
で
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
の
部
分
を
、『
合
集
』
は
「
不
淺
矣
」
の
後
に

繋
ぐ
。

第
11
信
（
第
12
信
）

消
印
（
大
正
）
7
年
2
月
20
日　

聖
護
院　

　
　

（
大
正
）
7
年
2
月
21
日　

青
山

東
京
市
青
山
南
町
六
ノ
三
十

德
富
蘇
峯
先
生　

台
啓

羅
叔
言
寄 

初
十
日 

蘇
峯
先
生
有
道
、
昨
函
計
達

左
右
。
昨
晤
內
藤
博
士
、
渠
言
足
利
學
校
本
《
禮
記
正
義
》

非
單
疏
本
。
尚
求

函
足
利
君
一
調
查
、
若
非
單
疏
、
乃
合
經
注
本
、
請

暫
緩
照
影
。〔
弟
〕
再
函
劉
君
、
詢
明
照
否
。 

祈

略
示
照
費
若
干
、
一
並
告
劉
君
。
種
々
費

神
。
即
請

著
安
。　
〔
弟
〕
振
玉
再
拜 

初
十
日

蘇
峰
先
生　

昨
日
の
手
紙
は
恐
ら
く
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
た
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
昨
日
内
藤
（
湖
南
）
博
士
（
1
）
に
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、
彼
が
言
う
に

は
足
利
学
校
所
蔵
『
礼
記
正
義
』
は
単
疏
本
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

足
利
君
（
学
校
）
に
手
紙
を
出
し
調
査
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。
も
し
単
疏
本

で
は
な
く
合
経
注
本
な
ら
、し
ば
ら
く
写
真
撮
影
の
延
期
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
劉
君
に
再
度
手
紙
を
出
し
、
撮
影
を
お
こ
な
う
か
尋
ね
ま
す
。
費
用
が
い
か

ほ
ど
か
を
お
教
え
下
さ
い
。
併
せ
て
、
劉
君
に
伝
え
ま
す
。
様
々
ご
面
倒
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
。
敬
具　

羅
振
玉
再
拝　

一
月
十
日
（
新
暦
で
は
二
月
二
十
日
）

注＊
こ
の
書
信
は
、「
非
單
疏
本
」
の
横
に
圏
点
、こ
の
あ
と
の
部
分
に
句
点
が
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
恐
ら
く
蘇
峰
に
依
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

（
1
）
湖
南
博
士　

こ
の
時
期
よ
り
後
だ
が
、
湖
南
に
は
「
宋
版
礼
記
正
義
に
就



羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙

七

い
て
」（
一
九
二
七
年
四
月
『
書
物
礼
賛
』。
の
ち
『
目
睹
書
譚
』。
ま
た
『
全
集
』

十
二
）
が
あ
る
。

第
12
信
（
11
信
）

消
印　
（
大
正
）
7
年
2
月
19
日　

京
都　

　
　
　
（
大
正
）
7
年
2
月
20
日　

青
山

東
京
市
青
山
南
町
六
之
三
十

德
富
猪
一
郎 

殿

台
啓

正
月
初
九
日 

賀　
　
　
　
　
　

羅
叔
言

蘇
峯
先
生
閣
下　

兩
奉

手
教
、
足
利
學
校
所
藏
宋
本
《
禮
記
》
單
疏
、
已
荷

鼎
力
紹
介
、
荷 

足
利
君
承
諾
、
從
此
孤
本
得
傳
人
間
。
罔
非

先
生
及
足
利
君
之
賜
、
感
謝
何
可
言
喩
、
寫
真
事
、
擬
用

中
版
（
カ
ビ
ネ
）
橫
照
。
每
書
一
紙
、
用
中
版
一
枚
。
不
知
共
用
中
版
幾

何
、
並
擬 

即
求

代
覓
誠
實
可
信
之
寫
真
師
、
一
往
調
查
。
須
費
用
若
干
。
乞

示
知
、
以
便
匯
奉
。
並
乞
曬
（
燒
付
）
一
分
、
与
琉
璃
版
同
寄
〔
舍
下
〕

以
便
轉
寄
劉
君
。
一
切
費

神
、
統
容
泥
首
、
足
利
君
函
附
繳
。
專
此
肅
謝
、
敬
請

台
安
。　
〔
弟
〕
振
玉
再
拜 

正
月
九
日

足
利
君
均
此
致
謝
、
不
另

照
費
。
候

示
到
即
匯
奉
。 

又
啓
。

蘇
峰
先
生　

二
通
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
足
利
学
校
所
蔵
宋
版
『
礼

記
』
単
疏
本
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
ば
か
り
か
、
足
利
君
の
承
諾
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
天
下
の
孤
本
が
こ
の
世
界
に
出
る
こ
と
は
、
先
生
と

足
利
君
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
は
、
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
。
写
真
に
つ
い
て
は
、

中
版
（
カ
ビ
ネ
）
を
横
に
し
、
一
紙
ご
と
に
、
写
真
一
枚
と
し
た
い
で
す
。
全
部

で
写
真
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
信
頼
で
き
る
誠
実
な
カ
メ
ラ
マ
ン

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
一
度
調
査
に
行
か
せ
た
い
で
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
費

用
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
お
教
え
下
さ
い
。
ま
た
一
部
を
焼
き
付
け
（
現

像
）
し
て
、
琉
璃
版
（
コ
ロ
タ
イ
プ
）
と
同
じ
く
私
宛
て
に
お
送
り
頂
き
ま
し
た

ら
、
私
よ
り
劉
君
に
転
送
い
た
し
ま
す
。
ご
面
倒
を
お
か
け
し
、
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
足
利
氏
へ
の
手
紙
を
同
封
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
敬
具　

羅
振
玉　

正
月
9
日
（
新
暦
で
は
二
月
十
九
日
）

足
利
君
に
も
同
じ
く
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
撮
影
の
費
用
に
つ
い
て
、

お
示
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
お
送
り
致
し
ま
す
。
追
伸

注＊
こ
の
手
紙
で
も
、
写
真
の
大
き
さ
に
言
及
し
て
い
る
部
分
な
ど
に
、
句
点
が
あ

る
。



道　

坂　

昭　

廣

八

第
13
信
（
第
14
信
）

消
印　
（
大
正
）
7
年
3
月
30
日　

京
都

　
　
　
（
大
正
）
7
年
3
月
31
日　

青
山

東
京
市
赤
阪
区
青
山
南
町
六
ノ
卅

德
富
先
生 

台
啓

雪
堂
■
寄　
　

十
八
日

蘇
峯
先
生
閣
下　

春
寒
未
解
、
不
審

起
居
何
似
、
至
以
為
念
。 

前
承

介
紹
足
利
學
校
所
藏
宋
槧
《
禮
記
》
影
照
事
、
蒙

与
足
利
君
商
定
允
諾
、
至
為
感
謝
。 

遂
遣
寫
真
師
小

林
氏
購
定
玻
璃
乾
版
、
趨
赴
東
京
、
又
荷

介
紹
、
益
深
感
■
（『
合
集
』
作
泐
）。
惟
該
書
甫
照
四
分
之
一
、
該
校
遽

命
停
止
。
小
林
氏
歸
洛
面
告
。〔
弟
〕
深
以
為
憾
。
不
審
尚
可
与

商
影
照
完
畢
否
。
若
就
此
中
輟
。〔
弟
〕
無
以
對
劉
君
、
且
亦

非
足
利
君
贊
成
之
初
意
也
。
不
揣
冒
昧
、
擬
仍
懇

鼎
力
一
商
。
不
知
能

鑒
許
否
。
專
此
奉
啓
、
即
請

著
安
。　
　
　
　
　
〔
弟
〕
振
玉
再
拜　
　
　
　
　

二
月
十
八
日

　
　
　

內
函
請

小
林
忠
治
君
面
陳

蘇
峯
先
生
道
啓

　
　
　
　
　
　
　

羅
叔
言
拜
緘

蘇
峰
先
生
、
春
寒
の
頃
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
先
に
紹
介
の
労

を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
足
利
学
校
所
蔵
宋
刻
『
礼
記
』
の
写
真
撮
影
の
事
に
つ
い

て
、
足
利
君
と
協
議
承
諾
を
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
写
真
師
小

林
氏
（
1
）
を
派
遣
し
、
玻
璃
乾
版
の
購
入
を
決
定
し
、
東
京
に
向
か
う
こ
と
に

つ
い
て
も
ま
た
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
の
書
に
つ
い
て
撮
影
を
は
じ
め
て
四
分
の
一
の
と
こ
ろ
で
、
足
利
学
校
よ
り

突
如
停
止
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
（
2
）。
小
林
氏
が
京
都
に
戻
っ
て
き
て
直
接
私

に
伝
え
ま
し
た
。
私
は
深
く
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
後
協
議
し
て
す

べ
て
の
撮
影
を
終
え
る
こ
と
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
中
断
し
て
し
ま
え
ば
、

私
は
劉
君
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
し
、
ま
た
足
利
君
が
賛
成
し
て
下

さ
っ
た
当
初
の
考
え
と
は
異
な
る
で
し
ょ
う
。
無
礼
を
省
み
ず
、
こ
こ
に
お
口
添

え
を
い
た
だ
き
、
お
許
し
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
申
し
上
げ
ま

す
。
敬
具

振
玉
再
拜　
　
　
　
　

二
月
十
八
日
（
新
暦
で
は
三
月
三
十
日
）

同
封
は
小
林
忠
治
郎
君
に
直
接
述
べ
て
も
ら
い
ま
す
（
3
）。

蘇
峰
先
生 

　
　
　
　

羅
叔
言
拜
緘

注（
1
）
小
林
忠
治
。
京
都
在
住
の
写
真
家
小
林
忠
治
郎
。
羅
振
玉
の
影
印
事
業
を

技
術
面
か
ら
支
え
た
写
真
家
で
、
こ
の
時
期
の
古
典
籍
の
コ
ロ
タ
イ
プ
影
印
は
、



羅
振
玉
よ
り
徳
富
蘇
峰
へ
の
手
紙

九

多
く
を
彼
が
請
け
負
っ
た
。
佐
藤
進
「
董
康
日
記
に
見
る
小
林
忠
治
郎
」（『
二
松
』

二
三　

二
〇
〇
九
年
）
に
彼
が
行
っ
た
影
印
出
版
典
籍
の
一
覧
が
あ
る
。

（
2
）
該
校
遽
命
停
止　

足
利
学
校
蔵
本
は
、
南
海
潘
氏
蔵
本
と
と
も
に
『
影
印

南
宋
越
刊
八
行
本
禮
記
正
義
』
の
書
名
で
二
〇
一
四
年
北
京
大
学
出
版
社
よ
り
出

版
さ
れ
た
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
に
斯
道
文
庫
及
び
足
利
学
校

で
写
真
撮
影
さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
、
そ
の
よ
う
な
事
業
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
王
国
維
『
観
堂
集
林
』
卷
十
七
史
林
九
に
「
宋
越
州
本
禮

記
正
義
跋
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
南
海
潘
氏
蔵
礼
記
正
義
七
十
卷
本
の
跋
文
で
あ
る

が
、
文
中
に
「
日
本
人
所
撰
七
經
孟
子
考
文
並
經
籍
訪
古
志
、
雖
載
黄
跋
而
未
錄

銜
名
、
故
世
無
知
為
越
本
者
…
…
」
と
足
利
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た

王
国
維
か
ら
劉
承
幹
へ
の
手
紙
（『
王
国
維
全
集
』）
で
も
「
…
…
日
本
所
有
宋
本

禮
記
正
義
乃
足
利
學
校
所
藏
、
山
井
鼎
七
經
孟
子
考
文
所
據
宋
本
即
是
本
也

…
…
」
と
あ
る
。
た
だ
『
全
集
』
は
こ
の
手
紙
の
後
に
、
羅
振
玉
の
天
津
の
住
所

を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
一
九
一
九
年
十
二
月
十
八
日
と
し
て
い
る
。
足

利
本
に
つ
い
て
の
書
誌
情
報
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

（
3
）
以
下
四
行
、
前
文
と
の
つ
な
が
り
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
四
行
分
の

紙
は
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
墨
色
も
前
文
と
異
な
る
。
内
容
、
墨
色
か
ら
考
え
る

と
、
次
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
第
14
信
（
第
13
信
）
に
同
封
さ
れ
て
い
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

第
14
信
（
第
13
信
）

＊
封
筒
無
し

蘇
峯
先
生
有
道　

前
函
計
達

左
右
承

介
紹
足
利
君
事
、
奉
謝
不
可
言
喩
。 

茲
託
寫
真
師

小
林
忠
治
氏
趨

前
影
寫
。 

祈

介
紹
前
往
為
荷
。
一
切
費

神
容
謝
。
並
請

著
安
。 〔
弟
〕
振
玉
再
拜 

二
月
二
日　
　

蘇
峰
先
生　

先
の
手
紙
は
お
側
に
と
ど
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
足
利
君
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
写
真
師
小
林
忠
治
氏
に
撮
影
に
向

か
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
紹
介
が
先
に
行
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
す
べ
て

の
ご
面
倒
ど
う
か
お
許
し
下
さ
い
。
あ
わ
せ
て
ご
自
愛
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

羅
振
玉
再
拝　

二
月
二
日
（
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
新
暦
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
の
三
月
十
四
日
に
当
た
る
と
考
え
る
）。

謝
辞

前
稿
に
ひ
き
続
き
、
貴
重
な
資
料
の
利
用
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
同
志
社
大
学

図
書
館
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
同
大
学
李
長
波
先
生
、
本
講
座
博
士

課
程
王
怡
然
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


